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抄録

　本論文は、わが国で絵本関連ワークショップ研究がどう行われてきたかを明らかにするもの

である。絵本学会研究紀要における文献群（115文献）と、CiNii検索で該当した文献群（47文献）

という２つの対象を調査分析した結果、絵本研究の場である前者では2000年から5件の文献が

該当し、そこで扱われる絵本関連ワークショップは人間の思考を捉える傾向があると判明した。

一方、後者は一般の研究の場であり、そこでは該当文献の主要な流れがやはり2000年前後から

始まっているのは同じだが、文献内で扱われる絵本関連ワークショップは絵本や絵本の概念を

手段として限定的に捉える傾向があると判明した。こうした結果を土台として、新たに方向性の

選択という課題が生まれることと、両群の間に横たわる認識の溝をどう扱っていくかとの課題が

生まれることを指摘し、引き続きの観察が必要であると結論づけた。
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1.はじめに
　本論文は、わが国で絵本関連ワークショップ研究がどう行われてきたかを明らかにし、この分野

の先行研究に関する基礎的情報を提示するものである。絵本研究の場における文献群と、一般

の研究の場における文献群という2つの対象を調査、分析し、先行研究の全体的な見取り図を描

き出すことを目的とする。これにより、この分野における今後の課題や可能性を明らかにする。

1-1. 研究の背景

　日々の何気ない場面で、ワークショップという言葉を耳にする機会は多い。ためしに筆者の住む

東京都西東京市のワークショップをインターネット検索すれば、たとえば市が運営に関わるものと

して「多摩六都フェア パラアート制作ワークショップ」1）や「『地域映画』制作ワークショップ」2）を見

つけられる。一般市民がこうしたものに気軽に参加できる状況の中で、絵本関連ワークショップも

また日常茶飯事であり、さらに絵本関連ワークショップを取り上げた研究も行われている。

　ところが、国内における絵本関連ワークショップ研究の全体像はこれまでほとんど把握されてこ
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なかった。今後、本分野の研究がいくつも積み重ねられるだろうと仮定した時、この全体像を研

究者らが把握・共有することは、文脈に沿った論理展開によって議論を発展させたり、未着手の分

野に挑戦したりする上で、欠かせないことではなかろうか。また、全体像の把握は、将来生まれる

であろう個々の文献内容のみならず、それらの文献内で実施される絵本関連ワークショップにも、

幅を与えると予想する。こうした課題の存在を捉え、研究に着手した。

1-2. 研究の目的と構成

　本研究では、わが国で発表された絵本関連ワークショップ研究を包括的に調査分析し、その見取り

図を提示することを目的とする。第一章では既に見てきた通りであるが、研究の背景や目的を

述べ、この後に本論文で使用する言葉の定義について述べる。第二章では、絵本学会研究紀要に

おける先行研究を調査、分析する。第三章では、CiNii検索で該当した先行研究を調査、分析する。

第四章では、第三章までで明らかになった実態をふまえ、総合的な考察を行って結論づける。

1-3. 用語の定義

　本論文で絵本関連ワークショップという言葉を使用し、単に絵本ワークショップとしないのには

理由がある。絵本とは本来、紙の印刷物を製本したものを指すが、今日のワークショップの場で

はデジタルコンテンツが絵本の代用品として用いられたり、絵本という物体は用いられないが「絵

本の観念」は取り入れられているなど、多様な取り組みが存在するからである。

　そもそも絵本とは、様々な解釈の余地を有する言葉だ。香曽我部秀幸（2012:10）によれば「広

義には『絵のある本〈挿し絵入りのこどもの本〉』、狭義に『文（言葉）と絵が融合して物語を展開す

る本』として一般に認識されている」としつつ、それだけでは定義として不十分であると指摘した

上で、改めて「絵本は、絵（視覚表現）と詞（言語表現）という、異なる二つの要素が互いに調和結

合した、本（書籍）という形態を持つ表現メディアである」とされる。ここからは、物体としての絵本

を重要視する姿勢がうかがえる。一方で、たとえば村中李衣（2004:28）は「絵とことば、『描く力』

と『語る力』がからみあって、ひとつの流れを持ちながら、構築される世界である」と言い表し、さ

らに「文字のない絵本であろうと、絵の中にもことばがあり、画面を構成する余白にもことばがあ

り、絵にも文にもことばがある（中略）文字も画面の中の重要な絵であるし、ことばと絵がつながれ

て初めて世界が見えることもある」と述べる。ここからは、絵本内で表現されるものから受け取るイ

メージを含めて「絵本」とする姿勢がうかがえる。先述の「絵本の概念」とは、これを指して使った

言葉だった。本論文ではこうした概念のもと、物体としての紙の絵本を用いたワークショップを絵

本ワークショップ、デジタル表現や絵本の概念を組み込んだワークショップを絵本的表現ワーク

ショップとし、２つを総称して、絵本関連ワークショップと定義する。

　また、ワークショップという言葉については、中野民夫（2001:11）による「『講義など一方的な

知識伝達のスタイルではなく、参加者が自ら参加・体験して共同で何かを学びあったり創り出した

りする学びと創造のスタイル』を『ワークショップ』と呼んでおきたい」の言を引き、「一方向的でな

く、双方向的であること」「参加者の体験があること」の２要素を満たすものと定義する。

C.Terashima / アートミーツケア　Vol.11/2020 　90-106



92

2. 絵本学会研究紀要における先行研究
　本研究では、絵本学会研究紀要に属する文献群と、CiNiiで「絵本 ワークショップ」と検索して

該当した文献群の、2つのまとまりに分けて検討を進めた。本章ではまず、前者を取り上げる。

　絵本関連ワークショップの先行研究を探すのに最適な文献群として「絵本学会研究紀要」に

注目した。1999年の創刊号から2018年の20巻までを通読し、収録文献115件から絵本関

連ワークショップに関するものを取り上げて検討して、絵本研究の場における絵本関連ワーク

ショップの位置づけや扱われ方を把握した。結論から述べれば、該当文献は表1の5件にとど

まり、115件の内で絵本関連ワークショップについて書かれたものはかなり少ないとわかった。

　本群においてワークショップという言葉は、「現代タイ絵本の概況」（竹内,2000）で初めて登

場した。タイで図書館ボランティアに従事する論者によって、タイのおおまかな絵本史と、発表

当時のタイの物語絵本が5ジャンルに大別できることが示された。文献内でワークショップとい

う言葉は2度登場した。ただし、いずれもワークショップ開催の事実のみを伝え、内容や意図な

どの詳細記述はなかった。なお、本文献では「2-5.お話会に適した絵本」で、お話会での絵本の

読み聞かせ方法についての言及が見られた。しかし、お話会や読み聞かせは一般に、物語を提

示する大人とそれを享受する子どもという一方向的な位置の固定があるため、第一章で示した

ワークショップの定義にあてはまらないと考え、ここでは扱わない。

　次にワークショップの話題が紀要内で登場するのは、５年後だ。「美術へのアプローチとして

の絵本の可能性」（杉浦,2005）では、ワークショップという言葉は使われないものの、まさしく

その話題を扱っている。論者は、現代では表現することや美術が専門者だけに委ねられている

とし、誰もが本来持つ造形能力に働きかけるには絵本が役立つと仮定して、保育者養成課程の

学生らを対象とした絵本を使う２件のワークを行った。その結果、絵本を使った美術は造形

表現の経験不足を補うことができ、美術に苦手意識を感じる保育養成課程の学生にも有効であ

ると結論づけた。

　2017、2018年には、立て続けに3文献が該当テーマを取り上げた。「保育者養成校授業に

おける絵本の効果－『おこだでませんように』を読む学生の視点－」（三好,2017）および「『さっ

ちゃんのまほうのて』を学生同士が読み合う効果－保育者養成校のレポート記述の分析－」（三

好,2018）は、同じ論者によって執筆された。前者では、保育者養成課程の学生に障がい児の

実際をよりよく理解させるには絵本が有効と仮定して、彼らに絵本を用いた8限の授業を用意

し、最終回にそれまで読んだ絵本から1冊を選んでレポートを作成させた。よく選ばれた絵本の

表1　絵本学会研究紀要内で絵本関連ワークショップを扱った文献
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内、特に『おこだでませんように』（くすのきしげのり／作、石井聖岳／絵、小学館、2008）に注

目して、この読み取りから学生が能動的に学習した様子を指摘し、この絵本が障がい者理解を

含めた子ども理解・保護者理解のための教材として有効であるとした。後者では、前者と同様に

授業実施までを行い、最終回でレポートに取り上げる絵本として『さっちゃんのまほうのて』（た

ばたせいいち／作・絵、偕成社、1985）を選んで、その絵本がもたらす生涯学習効果を検討し

た。検討前に論者は、この絵本が「障害児に関する知識・理論の理解」「実践課題解決や、今後

の課題解決」「学習意欲の増進」に効果をもたらすと予想し、結果的に3点全てに効果があると

結論づけた。

　「哲学的なテーマのある現代絵本の可能性－大人と子どもが『ぼくのニセモノをつくるには』

を対話的に読む－」（永井,2018）は、「現代タイ絵本の概況」以外のこれまでの文献が授業での

実践を述べたのに対し、初めてワークショップと冠する実践について述べたものだ。現代絵本

『ぼくのニセモノをつくるには』（ヨシタケシンスケ、ブロンズ新社）を「『自分とは何か』という哲

学的なテーマがあり、現代絵本としての特徴を備え」る作品とし、論者と10～12歳の4名の子

どもたちとがこの絵本を仲立ちに哲学的な要素を含む対話をした様子を記録し分析した。その

結果、子どもたちは哲学的な対話を成立させ問いを自分たちで深められることがわかり、またそ

うした対話を成立させる現代絵本の特徴を4点考察した。

　絵本関連ワークショップを扱う5文献では、ワークショップという言葉だけが見られた最初期

の段階から、授業内での絵本関連ワークショップを扱った複数の文献が出現した段階を経て、

2018年になって一般を対象とした絵本関連ワークショップをテーマに据えた1件がようやく見

られた状況までを把握できた。一方で、2017、2018年と絵本関連ワークショップを扱う文献が

目立って多くなったことは、絵本やその概念をより道具的に捉え、それを使って何らかの気づき

や答えを導き出そうとする動きが、絵本研究界隈で起こってきたことの表れと言える。

3.CiNii検索で該当した先行研究
　CiNii検索群の先行研究の検討では、一般の研究で絵本がどう用いられているかを把握できる。

論文検索データベースCiNiiで「ワークショップ 絵本」と検索して該当した全47件の文献を対象と

した。末尾に文献リストを添付する。なお、調査のために各文献には便宜的に文献番号を付した。

これも文献リストを参照されたい。各文献内での絵本の用いられ方で47件を分類すると「別テー

マ（伝達、調査、啓蒙）」「表現」「活動の一部」「再現」「導入」「検討の対象」「読み聞かせの道具」「参

考例」「まとめ」「経験の拡大」「プロ作家の育成」「その他（ハウツー、宣伝、評論、分類不可）」の12

カテゴリにでき、各該当文献数は図1の通りとなった。「別テーマ（伝達、調査、啓蒙）」と「表現」の

２カテゴリが際立って多かった。
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　各カテゴリ名を説明する。「別テーマ（伝達、調査、啓蒙）」に属する文献では、文献内における

ワークショップで、絵本が、別テーマの伝達あるいは調査、啓蒙のために用いられた。「表現」に

属する文献では、文献内におけるワークショップで絵本の制作が行われ、制作は個々人の内面の

表現を目的とした。「活動の一部」に属する文献では、文献内における一連の活動に、絵本が一部

として組み込まれた。「再現」に属する文献では、文献内におけるワークショップで、絵本（市販、

自作を問わない）の内容を再現していた。「導入」に属する文献では、文献内におけるワーク

ショップの導入として絵本を取り入れていた。「検討の対象」に属する文献では、絵本を何らかの

検討の対象として扱っていた。「読み聞かせの道具」に属する文献では、文献内で絵本を読み聞

かせに使用する道具として捉え、その具体的な方法を述べていた。「参考例」に属する文献では、

そこで述べられたテーマの参考例として絵本を引き合いに出していた。「まとめ」に属する文献で

は、そこで述べられたテーマを総括するものとして絵本が用いられた。「経験の拡大」に属する文

献では、文献内におけるワークショップで絵本を用いることで、参加者に物語を疑似体験させ、彼

らの経験イメージを拡大させていた。「プロ作家の育成」に属する文献では、プロ作家の育成を目

的として絵本制作を行っていた。「その他（ハウツー、宣伝、その他）」には、ワークショップ実施の

記述が見られない文献などを分類した。

　表２に、全47文献が発表された1987年から2018年までの各年で、どのカテゴリに何件の該

当があったかをまとめた。初めての文献は「表現」で1987年に登場し、その後しばらく間が空い

て、2001年に「別テーマ（伝達、調査、啓蒙）」で２件目が現れている。2002年には再び０件と

なるが、翌年からは2005年を除いて毎年何らかの文献が発表されてきたことがわかる。年別合

計数を見ると2003年から2018年までの16年間は、2005年以外で年に２～５件が見られた。

図１　47文献の分類とその群に属する文献数
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　図1と表2の結果を重ねて言えるのは「別テーマ（伝達、調査、啓蒙）」と「表現」の2カテゴリが

目立って多く、また全文献の出現期間において満遍なく現れていることだ。これは一般の研究で、

絵本の担う役割と捉えられているのがこの２点であることの裏付けになるだろう。絵本は、何か別

のテーマに気づかせたり踏み込んだりするための手段として認識され、一方でそれを作る作業は

比較的ハードルが低いと考えられており、作られた絵本作品は人の内面を可視化する道具として

有効だとも認識されていると言える。

表２　47文献のカテゴリ別の出現年
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4.おわりに：両方の先行研究検討からの考察
　絵本学会研究紀要における文献群と、CiNii検索における文献群で、絵本関連ワークショップ

の先行研究を調査、分析した。

　両者の検討結果で共通するのは、ともに2000年以降で主要な流れが始まっていることである。

わが国の研究において、絵本関連ワークショップが話題として登場するのは2000年前後から

と判明した。しかし、絵本研究の代表的な場である絵本学会研究紀要の群と、一般的な研究の

場を表すCiNii検索の群とでは、絵本関連ワークショップや絵本（あるいは絵本の概念）に対す

る認識に差が見られることもわかった。絵本学会研究紀要の群では、2005年の2件目の文献

以降で絵本を人の内面に働きかける可能性を持ったものとして捉える姿勢が一貫しており、そ

れを用いた絵本関連ワークショップは人間の思考を捉えて表現させたり、理解を深めようとする

傾向が見られた。それに対しCiNii検索の群では、絵本（あるいは絵本の概念）を手段として捉

える色合いが強く、そこで扱われる絵本関連ワークショップにおいても、絵本や絵本の概念の役

割は手段として限定的に捉えられる傾向が見られた。両者の間には、研究にあたる各論者の、

絵本への関わり方の立ち位置の違いや、それらを用いた活動へのそもそもの位置づけ方に違

いがあると推測される。

　今回の結果は、わが国における絵本関連ワークショップ研究のこれまでを俯瞰するものと

なった。２つの対象群ともに、比較的よく論じられ深められてきたテーマ（あるいは手法）と、そ

うでないものとが存在するとわかったことは、これから該当研究にあたる研究者がどの方向へ自

身のテーマの舵をとるかの判断材料になる。その選択は同時に、今後の絵本関連ワークショッ

プ研究全体の進む道を決定するものであり、どの方向に力が入れられるべきかを考えるという

新たな課題の誕生を意味する。また、絵本研究を代表する場と一般の研究の場とで、絵本（あ

るいは絵本の概念）の捉え方や位置づけ方が大きく異なることについても、両者がその溝の存

在をどう扱うかが新たな課題として浮上したと言え、引き続き観察していく必要がある。

注

01）東京都の小平市、東村山市、清瀬市、東久留米市、西東京市の５市による、文化事業や図書館
の相互利用などのサービス提供組織「多摩北部都市広域行政圏協議会」が、2015年度から
行うワークショップ。５市内に在住・在勤・在学する障害者を対象に、作品制作の場が毎年設
けられ、事後には展示やコンテストも行われる。

02）2017年9月2日から2018年3月18日の期間に、保谷こもれびホールにおいて全27回開催された
映画制作ワークショップ。プロの映画監督を招き、市内に在住・在勤・在学する一般受講者
24名が参加。参加者らが映画制作に必要な役割を各々で担い、地域映画「つなぐ人」を完成
させた。
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